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　皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただ
きました橋本秀美でございます。どうぞよろ
しくお願いいたします。昨年のシンポのとき、
深夜台風襲来の翌日が講演で、私も小学生と
同じような気持ちで明日はなくなるのかなとか
思いながら、講演は出来たんですけど、交通
機関が止まっておられる方を除いてはみなさ
ん、そんな天候のなか来ていただいてとても
感動したことがあります。また追手門の皆さ
んとお会いすることになり、段取りをしてい
ただきました大学の皆さんに感謝いたします。
　最初パソコンが映らないでドギマギしまし
て、本当に人生って何があるかわからないと
いうことをいつも感じながら、日々暮らして
いる状況ですので、心を静めて始めたいと思
いますので、よろしくお願いいたします。
　今回のテーマは「発達障害の理解と支援」
ということで、「発達障害のある子ども達へ
の心理的支援の方法（学校現場での支援の実
践を通して）」というサブタイトルをつけさ
せていただいています。受講してくださいま
す皆さんのご職業、年齢など、ある程度わか
る範囲でお聞きしました。学校現場も校種も、
幼小中高、特別支援、ほとんどにわたると思
います。それから支援の現場、福祉や医療や
教育の支援の現場で実践してくださってる
方々、保護者の方々だったり、とても広い範
囲にわたって今日は来てくださっていること
がわかりましたので、お話をどこに焦点をあ
てようかなっていうことで、一応このような

段取りを考えています。一応前半は「発達障
害とは」っていう、少し入門編というかわか
りやすいところからお話をさせていただいて、
後半は現場との、少し専門的な話をさせてい
ただいて、その後事例を紹介させていただけ
たらなあと思っています。お手元に資料を何
日か前にお送りしています。受講してくださ
る方々も今申し上げましたように幅広く来て
くださっていますので、すこし内容がかわっ
たりするところがあるかもしれませんが、ど
うぞお許しください。前置きが長くなりまし
たが話を始めていきたいと思います。
　発達障害とか特別支援教育とか、子どもさ
んがどこで教育の場をもつのが一番適切なの
かというのを適正就学というんですが、教育
委員会のそういうふうに名付けられた事柄
の、私自身の考えていることや皆さんと考え
たいこと、後は個別支援だったりとさらに細
分化して、今日のテーマ、欲張ってこれだけ
挙げてるんですが、今申し上げましたように
どの辺まで話ができるか。ですが、まず「発
達障害の理解と支援」というテーマに沿って
特別支援教育、これを簡単に少しお話をした
うえで、ADHD、PDD、少し専門的に大学
院生の方であるとか専門家の皆さんにはもう
何度も聞かれてるお話だと思いますが、診断
基準としてDSM（アメリカの精神医学会の
診断基準）、Ⅴ（ファイブ）が去年出まして、
今日本で翻訳中です。PDD（広汎性発達障
害）といっていたんですけど、これが自閉症
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スペクトラムという具合に、ほとんど同じこ
とを指しているんですが、名称が少し変わっ
てくると思います。それから最近ワーキング
メモリーという言葉を聞かれることがあると
思うんですけれど、発達障害の子どもさん達
とワーキングメモリーというのは非常に関連
するところがありますので、少しその辺も触
れさせていただいて、あらためて「発達障害
とは」ということを、私自身の経験からお話
させていただいて、そして学校や家庭、子ど
も達の対応というところまでお話できたらな
あと思っています。
　特殊教育から特別支援教育ということに移
りまして何が変わったのっていうと、たくさ
んあるんですけど、一つは対象とする障害の
幅が広がって機能部分だけではないいろいろ
な発達障害という子どもさんが加わったとい
うことですね。それから実質ですが、特別支
援学校や特別支援学級から幼小中高、すべて
の学校になったということが、大きく変わっ
た点です。学校の中ではどんなことが行なわ
れてるのかといいますと、校内委員会という
のが設置されたり、特別支援コーディネー
ターという担当の方が必ず一人いらっしゃい
ます。ただ学校の中に新しく一つのポジショ
ンを作るというのは、財政的な問題も含めて
非常に難しいので、例えば特別支援学級の担
任等の先生がコーディネーターをされていた
り、養護の先生だったりあるいは場合によっ
ては、その他の先生だったりとか、お一人
コーディネーターという立場の方がいらっ
しゃいます。本来はこれが連携の非常に大事
な役割で、現場と学校の中の子ども達と家庭
と、そして地域といろいろな専門機関とをつ
ないでいくという役割があります。具体的に
は、個別の教育支援計画や指導計画を作って
いく専門家チームが活動していく。私もこう
いう形で、専門家チームという形で支援に
入っていくということになります。
　特別支援教育がスタートして、学校の先生

たちの側にもいろいろとまどいがありました。
今10年を超えて少し現場に根付いてきたかな
というところです。例えば最初のころ、今も
まだ支援で学校に入っていますと出会うんで
すけど、担任の先生が「子どもは皆平等だか
ら同じように接しないといけない、だから対
象のＡ君だけ特別扱いすることはできません。
30分の１ですよ」って、そのお母さんにお話
をされたりということが現実にはあったりし
ます。そういう課題もあります。
　これも必ず一度は通らないといけない部分
ですけれど、例えばお母さんから担任の先生
に、私の子どもの特性、私の子どものことを
他のお母さん達に説明したいという具合に申
し出られる場合があります。それから担任の
先生が、お母さんに他の親御さんに障害のこ
とを説明してほしいと言われたということも
あります。じゃあどうすればいいのか。今具
体的な話をする時間はないんですけど、ここ
で大事なことはやっぱりタイミングなんです。
ひとつはね。それと、必ず通らないといけな
いっていったことには一つの意味がありまし
て、この告知をもしずっと避けているとすれ
ば、そのことを隠すために本人にも知らせな
いということになります。本人に知らせない
ということによって、本人が自分を理解して、
自分はこういう特性、こういう特徴があるか
らこういう具合にやっていけばいいんだって
いうことを経験したり知っていくという機会
を失っていくことにつながります。なので、
この告知のタイミング、告知の重要性ってい
うことが一つあると思います。
　それからいろいろな地域、先生、学校、い
ろんなことにつながります。実際に私たちも
ずっと長年支援に入っていて、やっぱり学校
の中でいじめだとか、いろんな二次的な問題、
こういうことがあります。もし今学校の現場
の先生方が来てくださっていれば、こういう
ことも経験されると思うんですね。専門家
チームがあることで入ります。でもカウンセ
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ラーはそれを知りません、というようなこと
があったりします。学校の中でも、連携とい
うのが十分に行われているということが非常
に大事ですよね。
　特別支援という書き方しましたが、要する
にすべての学校で発達障害というか発達の特
性をもつ子どもさん達がいろいろな不適応の
状況に直面して、理解されず、いじめやから
かいを受けて退学して、地元の中学校に転校
しても、そのときには対応が非常に問題が難
化していて、不登校やひきこもりになって
いくっていうケースも見かけます。たとえ
ば、一つだけ例を考えてみたんですけど、ど
うやって周囲のこども達にその子のことを理
解してもらうかっていうことを考えたとき
に、小学生、特に低学年とかの子どもさんだ
と、今先生方いらっしゃってくださってるか
もしれませんけど、例えば先生が体育館で
「走るのに遅いＡ君は頑張っていつみてもな
かなか早く走れないで苦労しています。いつ
も走るのが遅いっていつも怒られていたＡ君
にみんなはどうしますか」って言ったら、み
んなは「Ａ君を応援します」。先生が「そう
だよね。いつも走るの遅いって怒られてて、
今日でたないよね」、子ども達が「そう思い
ます」。先生が「じゃあＢ君が教室からいつ
も出られなくって、すぐにイライラしてみん
なと仲良くできなくていつも怒られていたら、
Ｂ君どうしますか」、子ども達が「少しずつ
うまくできるように応援します」、「そうだ
よね。応援しようね」って、こういうように、
低学年っていいますか、年齢が低いほどそう
いうことがわかりやすく、共感やいろんなも
のを育てながらそういうことを鍛えていくこ
とがわりとやりやすいんですね。中高になっ
てくると、この状況に個々の、個別性の状況
が加わってくるので、そこでどうするかとい
うことは、私たちは、個々のご相談の中でこ
ういう環境、状況であればこういう具合に話
をしましょうと、個々に対応を考えていくっ

ていうことを日頃しています。そういうよう
に特性を持った子どもさんを理解していただ
くことの、年齢的な問題だったりいろんなこ
とをフォローしながらやっていくっていうこ
とだと思います。
　実際にADHD、PDD、LDの子ども達につ
いて困っていることとか支援のポイントとい
うことで、はじめはちょっとわかりやすく説
明をしてみたいと思います。
　落ち着きのない子、この子、なんで落ち着
きがないんかなって考えたときに、環境が主
要な場合もありますよね。通常の子どもでも
時や場所によって落ち着きがなくなります。
それから、心の内面に大きな不安葛藤、要す
るに心理的ないろいろなものを抱えていてそ
ういう状況が起こってくるということもあり
ます。もう一方ではこの子自身の要因が主要
因になる場合もあります。知的な発達の問題、
広汎性発達障害、自閉症スペクトラム等の問
題、それから多動性障害、脳の気質的な問題
というようないろんなことが考えられます。
　そこで、あらためてADHDのタイプの子
どもさんですね。これは診断がつくかどうか
ということはまた後で時間があったらお話し
ますが、そういうタイプ。仲間の子どもさん
の場合どういう具合に、特に小児のときです
ね。私たちは実際に、個別のご相談とか支援
に関しては、チェックリストを作っていたり
して、お母さんにいれていただいたり、先生
にいれていただいたりしながら、実態を把握
していくということをするんです。日常の
生活の中でも、「朝すぐに起きられますか」
「時間通りに外出の準備ができてますか」
「きちんと朝食摂れてますか」「家族間で寛
げてますか」というようなことを聞いていっ
てさしあげる。あるいは、保護者の方いらっ
しゃったら、こういうことを一つ一つ振り
返っていただくということですね。「放課後、
家庭で学校の出来事を伝えられますか」「学
校が終わってから同年代の友達と遊んだりク
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ラブ活動に参加できますか」、夕方は「家で
宿題できますか」「夕食時に家族と落ち着い
て会話ができますか」っていうようなことを。
お父さんの言いつけ、「もう早く寝ましょ
う」って後ろで怒られてるんですけど、「言
いつけ守れますか」「早い時間にすぐ寝るこ
とできますか」「夜中に目覚めることなく熟
睡できますか」「同年代の友人と一緒に習い
事や行動できますか」っていろんなことで。
生活全般で言えば情緒、周囲に受け入れられ
て情緒が安定していくと言われています。周
囲と言い争いなく過ごせてる。結局ADHD
のタイプの子どもさんは毎日毎日いろんな問
題に直面し悩んでいるのです。

　自尊心が段々低下していく、劣等感とかト
ラブル、いろんな反抗的な行動、情緒不安定
とかいろんなことが起こっていきます。じゃ
あ、支援や治療の目標って何なのっていうと、
自分の特性を理解し自分の行動をコントロー
ルできるようになること、机上では簡単なん
ですけど、それを日々どうやっていくかって
ことに、多分皆さんも、関係の皆さんは取り
組んでくださってるということになります。
そういうことができるようになると、その子
どもたちは生活の困難が改善されて、充実し
た生活が送れるようになります。
　どうしたらいいのかなということを、すこ
しまたお話したいと思います。１日の流れで
いえば家で宿題や兄弟関係、朝の支度、学校
の授業、放課後の友達関係、いろんなことで
すね。大事なことは、学校でみられてる問題、
これ大事ですね。なぜかというと、子どもは、
寝てる時間を除けば、おそらく学校で過ごす
時間が一番長いんですね。だから学校でみら
れてる問題、それから学校以外の友達、兄弟、
家族との間にみられる問題、全体に目をくば
りましょうということです。学校ではすごく
きちんとできてるけど、家ではお母さん、困
り果ててるタイプの子どもさん、いらっしゃ

いますよね。逆に学校では問題行動というか、
ほんとに周囲も先生方も困って、本人がきっ
と一番困ってるんですけど。ところがお母さ
ん、「家ではほとんど問題ないです」ってい
う場合もあるんですね。
　これは個々に見ていかないといけないです
けど、すくなくとも大まかにわかることは、
学校というのはおそらく家よりは構造化され
ているんですね。いろんなことが時間があっ
て、チャイムが鳴ったら授業が始まり、鳴っ
たら終わり、何時間目っていうちゃんとした
時間の区切りがあって、プログラムがあって、
一斉にみんなが行動するとかね。枠の中には
まって、入っていく方が非常にコントロール
しやすい状況だったりするタイプの子どもさ
んは、学校の方が落ち着いてるっていう場合
もあるんですね。逆にそういう枠や構造に入
ることによって不適応行動がどんどん起こっ
ていく、ここに入りきれない入れない、そう
いう状況だと、家の方が落ち着いて過ごして
いるっていうのもあるんですね。学校で枠、
構造があるとその子はうまくいくからといっ
て、家をそういう具合にしてしまったらそれ
は行き詰まってしまいますね、子どもにとっ
て。だから、どうしていくかを考えていくっ
ていうことになります。
　環境調整って一言で言いますと、この子は
今、何か食べたいなとか、動き回りたいなと
か遊びたいなとかいっぱいわぁーっと自分の
頭の中回ってるんですね。この子の生活環境
からこういう不要な感覚刺激を減らし、集中
しやすい空間をつくる。皆さん、きっとここ
まではおわかりになるんですね。それでどう
しらいいかっていうのが、大まかなプログラ
ムだったり大まかな方法だったり、プラス個
別にその子に合った方法をやっていくという
ことになります。たとえば家で、同じように
机や椅子や本棚をセッティングするとしても、
コーナーとかをうまく使って、この子の刺激
物をできるだけ取り除くというような環境を
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作ったり、学校でも先生の近くに、大抵私た
ちは特別支援の対象の子どもさんは、前の端
の席をとっていただくことが一番多いです。
前の席は、先生が一回教室にインフォメー
ションして、もう一度前で１対１の確認して
あげることができますよね。何かあれば、子
どもの方からも先生にそういう話ができます
よね、そういうことで一番前とか端っこって
いうのは真ん中よりも、刺激も少ないし、子
どもの方も圧迫感が少なかったり、少し移動
を伴うときなんかは、一番クラス全体の邪魔
というか刺激にならないということでそうい
う具合にしてます。
　いろんな方法がある中でご経験されたり実
際に行ってる方もいらっしゃるかもしれませ
んけど、ペアレントトレーニングといって、
そういう子どものお母さんたち、保護者の方
たちが理解を深めたり、さっき同様家での生
活全般にわたって良い生活を、そういう対処
法、具体的な対処法を学ぶためのプログラム
というのがあります。もしもこういうのに興
味があって、どこであるのかなということが
あればまた後で…。

　そういう具合に適切な支援と治療が必要で
あり、薬によらない方法。そして、どうして
も薬を使わないといけない場合ですね。それ
はいろいろあります。さっき言いましたよう
な状況が起こったときですね。これは、時間
の関係で、もう一度正しく理解することで書
いているんですけれど、ADHDの定義のと
ころです。また見ておいてください。
　それから、不注意とか多動性、衝動性って
どんなことっていうことですね。不注意、集中
力が続かない、気が散りやすい、忘れっぽい。
多動性、じっとしていることが苦手で落ち着
かない。衝動性、思いついた行動について考
える前に実行してしまうということですね。
　不注意の特徴ってどんなことっていうので、
使ったものを元の場所に置くことを忘れてし

まうので乱雑になるとか、物がどこにあるの
かわからなくなって捜し物が増えていく。気
をとられやすくやるべきことが後回しになっ
てしまうとか、授業を集中して聞くことがで
きないとかね。集中して聞くことができない
ので、課題の達成が難しくなるということで
すね。
　多動性の特性についても、授業中歩いてし
まったり、関心がとても強くせっかちなため
興味を引くものが多いショッピングセンター
や遊園地などは、一目散に走り出すなどの危
険な行動をとることが多い。実際にこれはよ
くありますね。以前にも子どもさんが本当に
多動で、お母さんが困り果てられてご相談に
来られたときは、犬をつなぐハーネスという
もので子どもさんをつないでおられて、もう
一瞬たりとも目が離せないんですね。お母さ
ん、そんな状態だったんです。それで、いわ
ゆる療育のプログラム、一年生のときからや
りまして、その子は一つ一つ改善されまし
て、今も高校、大学と落ち着いて過ごせると
ころまできてるんですけど、当時、ショッピ
ングセンターなんかで一瞬離すと迷子になっ
てしまうので、その当時はポケットベルって
いって、今は携帯でいる場所がわかるらしい
ですが、ポケットベルを持ってどこかに行く
とそれが鳴ってるわけですね。本人迷子に
なって見つかったんですね。本人見つかった
んだけど、ショッピングセンターのどこかに
落としてきたんですね。そのポケットベルが
スーパーの中でずっと鳴ってて、スーパーに
問い合わせするんだけど、どこにも見つから
ないって言うんです。それで２、３日ずっと
鳴ってたんだけど、とうとう電池が切れて鳴
らなくなって、そのポケットベルは永遠にみ
つからなかったんです。本人は見つかってよ
かったねっていうころには、今度駅のホーム
で、頭をふっと突っ込んだらホームの柵の中
に頭が入ったら抜けなくなっちゃったんです。
駅中の人がみんなで引っ張り出そうとしたん
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ですけど、抜けなくて、救急車呼んでという
ことに。日常的にいつもこういうことが起
こってる多動。この人は多動とか衝動性のと
ころが一番強い方だったんですけど、多動が
中核の場合はわりかし小学校の、よく９歳の
壁とかありますが、４、５、６年のところで
大体落ち着いてくるということがあるんです
が、それだけが症状の人ってわりと少なくて、
やっぱりいくつか重なってるということがあ
るので、この方もそうやって多動、衝動性の
ところとアスペルガーの特徴と持ち併せてい
たんです。そういう併せて支援する中で一つ
一つ改善されていくってことはよくあります
し、日々本人、お母さん、学校、繋がりなが
ら頑張るっていうことになります。
　いろいろ人に物を借りたけど忘れちゃうと
か、悪気なく言ってしまって友達に溶け込め
ないとか、いろんなことがあります。でも、
簡単に言うと好ましい行動に注目しましょう。
いい面を見ていきましょうということですね。
　これは前に聞いていただいた方は、お話聞
かれたかもしれませんが、不注意と言えばこ
れは欠点かもしれませんけども、視野を拡げ
ていけるわけですから、それをうまく使う。
多動、じっとしていられない。しゃべりすぎ
る。それもうまく使えばスピーチやスポーツ
で活かすことができる。衝動でどうしても待
つことができない、すぐ行動しちゃう。でも
すぐに行動するっていう実行力を活かす。た
だその活かすときにそこの面をどうやってそ
の子が他の力で補っていく、こういう具合に
カバーしていく、あるいは周囲がどうやって
カバーしていくってことをやりながら、いい
面を活かしていくっていうことになります。
　これも前にお話したかもわかりません。忘
れ物が多い、学校でちゃんと予備を用意して
おく。これはね、忘れ物は忘れ物をしたこと
の罰として罰を与えたとしても改善されない
んですね、ほとんどの場合。なぜかというと、
忘れ物をしたので、授業に参加できなくって、

その授業がさらにわからなくなってしまった
というマイナスだけが残っていくからです
ね。でも忘れ物したときには、それを何らか
の形で補う。だけれど、今度忘れないでこよ
うねっていう。今度忘れなかったら、気持ち
良い時間が過ごせるんだっていうことを経験
していく。そこには単に「はい、忘れたから
どうぞ」じゃなくて、その子がどうやってそ
のことを良い経験の意義を理解していくとか
経験していくことに、大人のサポートが必要
になるわけです。計算が飛んでしまう子には、
ちょっと定規を当ててあげたら飛ばないで
すね。
　特に小学校で忘れ物の多い子どもさんの場
合は、お母さんと先生両方にしていただくん
ですけど。小学生は連絡帳書きますね。さっ
き言ったように先生の前の端にいますと、先
生がもう一度連絡帳を確認してあげることが
できますよね。忘れ物が多くて治らないんで
すっていうお母さんのお話をうかがっている
と、連絡帳とかにはちゃんと書いてあるんで
すかというと、いや半分ぐらい書いてそのま
まになっているんですとか、ほとんど書いて
ないんです。でも前の席で、少しそういうサ
ポートしてあげると、書けるようになります。
さらに特性が困難な状況の場合には支援がつ
いて、私たちが支援するというのはすごくあ
るわけです、そこでサポートしてあげて連絡
帳をまず書き終えるというところから始める
わけです。先生にもそれをお願いして。そし
たら、今度はお母さんが夜に一緒に、お母さ
んと準備したから、この子が甘やかされてで
きなくなるっていうことはないんですね。何
故かというと段階を踏んでいくので、絶対に
そういうことにはならないわけです。
　だけど、よくお母さんも学校の先生も思い
やりでおっしゃるのが、そんな甘やかしてい
つまでも手伝ってたら、その子一生できない
子になりますよっておっしゃるんですけど、
子どもさんにそうやってできる経験、やれる
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経験、どうやってやるかっていう工夫とか知
恵を一緒に覚えていくことによって、その子
は少しずつできるようになるんですね。それ
をいっつも怒られてたら、怒られたというこ
と、怒られることから逃げたいので隠れまわ
るとか反抗するとか、そういうことになって
しまう。なので、そういう連絡帳の工夫って
いうのも一つ一つ意味が、ほんとにささやか
なことなんですけど、これを落ち着いて継続
してやっていきますと、ほとんど忘れ物は解
決されるなっていうのは、ずっと経験してい
ます。
　部屋でもね、寝に入ってちょっと刺激の強
いものは少し見えないようにするとかね。そ
れからルールの確認ですね。
　ルールを確認するときも、大事なのは、必
ずお互いに話し合って決めることです。例え
ば、「あなたはゲームはもう１日１時間です
よ」と。子どもは５～６時間やっているわ
けですね。「１日１時間ですよ」と。「１時
間でやめなかったら取り上げます」「約束２
回目破ったら取り上げます」「３回破ったら
取り上げます」。結構これ使われてたりする
ときあるんですけど、例えば本当にこの子が
ゲーム好きになってしまって、睡眠障害も起
こっているような、いろんな不適応症状が起
こってくる。こういう状況になっていれば、
これでは適切な対応とはいえない、一旦どう
するかっていうことはまた別に考えないとい
けないですけど、まずは重症っていうかそう
いう状況になるまでに、ルールを話し合って。
ルールを決める時のポイントは、大事なこと
は、その子ができる範囲のルールを決めると
いうことです。はじめから理想的なこの子が
できるわけのないルールを決めてしまうと、
必ず破るしかないですね。破ると親や先生
は叱るしかないんですね。「よう破ったなあ。
偉かったなあ」というわけにはいかないので、
破ったということを叱るということになりま
す。そうすると、その人は、やっぱり叱られ

てばっかりだから「もういいわ」っていうこ
とに、もっともっと自尊心が低下し、自分が
嫌いになっていくっていうことが起こってい
くわけです。なので、はじめはこんななまや
さしいルールと思うかもしれないけど、私た
ちはこれを行動療法などの援用にもなります
が、一番できる段階から決めて、そして大事
なことは。立てば歩めの親心じゃないんです
けど、できると次いきたいんですね、だけれ
ど跳び箱を一段跳んだときに、次は二段って
いうんじゃなくて、じゃあ次も一段やってみ
ようね。次は自分で一段、もう手伝わない
よ。一段やってみようねって、何回も一段跳
べると、そのうちに「二段跳びたいな」って
子どもが言うんですね。そういうふうに、で
きたときにできたものを何回かこんなにでき
るっていう経験をする。それによって次やっ
てみようっていうチャレンジする勇気が出る
んですね。この勇気とか自信が大事なんです
ね。そして上げていく。そうすると、少しず
つ目標に近づいていって、気が付くと目標の
とこに来るわけですね。それを急いでしまっ
て、３日間取り上げて、子どもは３日の間に
もういらいらするし、ひたすら考えてること
は、今度帰ってきたらやるぞ、今度帰ってき
たらやるぞ、ということで、そうするとまた
ルールが守れないということになるんですね。
なので、ルールを決めるのも上手にやってい
くってことが必要になると思います。今言い
ましたようにいきましょうと。
　それから多動だったり声がめちゃくちゃ大
きかったりする場合ですね。多動だったらた
まに、この答えちょっと前出てきて写してく
れるとか、書いてくれるって。そのときに大
事なことは、その子ができないようなことを
言わないっていうことですね。折角チャンス
を作ったのにできないことで、恥をかいたり
とかいやな思いをすると、良いことに自分
の行動を移していくっていうことを覚えて
いけないんですね。今やろうとしていること
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は、この子の多動性を良い行動、良い動きに
移していこうということをやろうとしてるん
ですね。だから必ずできることをやってもら
う、やらしてあげるということが大事です。
　声のボリュームはね、本当に。今心の中で
お話ししましょうとかね、それを初めから聞
こえない、自分の心の中で話するんだよって。
これがボリューム０だよとかね、すぐそばの
人はボリューム１だよとかね、こういうのを
実際にわかるように体験しつつ段階決めてあ
げたら、今何かなあで、あっ、５だ、でも今
みんな２のときだよねとかいってね、まあそ
ういうのがわかるわけですね。
　今お話したまとめですけど、家庭、学校環
境の環境調整し、場合によっては治療が必要
な場合もありますと。で、段々いらなくなっ
てくるわけですね。これも今大体いいました
ので、お配りした中にもあると思います。見
ててください。大事なことは、もともとの問
題が環境、成長につれて出てきます、いろん
な問題が。継続した関わりが必要です。要す
るに成長にともなって、また環境の変化にと
もなって新しい問題とみえることが起こって
きたりします。でもこれは、新しい問題とい
うよりはもともとの問題がその環境で生じて
くるってことが多いわけです。
　次に、自閉症スペクトラムとか発達障害と
いわれてることについて、少しお話したいと
思います。定義について誰でもおわかりと思
いますので、少しとばしながら話します。ア
スペルガー症候群については、自閉症スペク
トラムの一つであるということで、自閉症の
仲間でもあります。周囲との交流が困難だっ
たり、こういういろいろな特徴ありますけど、
知的障害もあります。アスペルガー症候群の
子どもさんの場合に特徴として、言語、知能
の発達に遅れがないため幼児期には発見され
にくい。要するに１歳半検診で何かちょっと
指摘がありましたとか、３歳検診で何かあり
ましたとかいうことが少ないんですね。言葉

が早くから出たり、雄弁だったりしますから、
わかりにくかったりします。明確な原因や発
症のメカニズムが全て今わかっているわけで
はありません。自閉症と同様に、遺伝的・生
物学的要因、免疫学的要因によって、胎内で
の中枢神経での発育時に何らかの問題が生じ
発症するのではないかというぐらいに、今は
言われています。症状としては、表れ方、程
度は人によって様々です。周囲との交流の困
難、社会的に共通する言葉の意味や概念、こ
れが特別な言い回しをしたり、逆に一番わか
りやすいのは皮肉とか、そういうものがわか
りにくい。比喩もなかなかわかりにくいこと
がありますね。それでついつい自己中心的な
人と誤解されてしまう。ときには、これは自
閉症の子どもさんの特徴として多いのが視
覚、聴覚、味覚などの感覚に過敏だったり鈍
感だったりするということがあったり、行動
パターンが変わるとすぐにパニックになっ
ちゃったり、そういうことが起こってくるっ
ていうことです。
　大事なことは、躾とか家庭環境といった後
天的な要因によってアスペルガー症候群にな
るということはありませんということです。
私は躾が悪かったかしら、とか、うちの家庭
に、環境に問題があったからかしら、という
ことではありません。
　何か気づいたら相談しましょうということ
ですね。
　こちらの手立てとしては見てわかるように
という、要するに子どもさんの中には、見る
方が優位な子どもさんがおられたり、逆に聴
覚が優位の方もおられるんですが、聴覚過敏
の子どもさんはたくさんおられます。だか
ら、私たちが今普通に横断歩道に立ってたら
聞こえてくる音とは、もう雲泥の差のいろん
な音が入ってきて、そういう状況を想像して
もらったらわかると思うんです。私の何人か
知ってる子どもさんがやっぱりスタジオみた
いなところに入っていただくとすごく落ち着
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くとか、そういうことがあるようで。
　だからスケジュールですね。前もって決め
ることはすごい大事なんですけど、これが失
敗してしまうのは。今もそうですよね。パソ
コン、何時につけます。今、一応１時15分ま
でにはこの会場に来てパソコンをつないでと
思っていたらパソコンがつかないっていう状
況があって、私が今日マイクでお話しようと
思ってたらマイクが途中で音が聞こなくな
るっていう、そういういろんなことって必
ずって起こりますよね、予期しないことって
ね。だからスケジュールを決めるときに大切
なのは、こういうスケジュールです。だけれ
ど、もしかしてスケジュールが変わるときは、
はじめから予想されるものがあったら、もし
かしてって言ってあげたらいいんです。た
だ、子どもさんの特性を見ないと、そのこと
を一度に聞くことによって非常に混乱するタ
イプの方もいらっしゃいますので、その場合
は、もしも変更があってもたいした変更では
ない、だけれど必ず先にあなたに伝えるので
ねということで。必ず本当に伝えてあげてほ
しいんですね。学校現場ってとっても忙しい
ので、なかなか一人の子どもさんのために変
更を伝えに行けないってことが起こりがちな
んです。起こりがちなんで、パーフェクトは
無理にしても、やっぱりそのことを伝えてあ
げるっていうことをしてあげたいです。そう
いう具合にして、子どもはスケジュールがわ
かってる。でも、もしかして変更があっても
大丈夫っていう経験をしていくんですね。こ
れが大事なんですね。もしかしてのときの経
験も、良い経験としていく。
　スケジュールが変わった途端に、混乱して
パニックになって固まっちゃって、もう走り
回っちゃって、みんなにそれを見られて、余
計に。いろんなことが起こると、どうしてそ
の子が自尊心失っちゃうかというと、周りに
そういうのを見られて、そのことの繰り返し
が非常に自分を卑下しちゃうというか、そう

いうことが起こってきたりしますね。ちゃん
と言った通りにしないということで叱られて
しまったりすると、この人は立ち直れないぐ
らいに自分の自尊心を失ってしまうんですね。
そういうことでスケジュールを前もって言っ
てあげる。
　しかし、もしもの場合、これは全部そうな
んですね。例えば発達障害のような特性のあ
る子どもさんが入学式に、幼稚園から小学校
入ります。小学校から中学校入ります。その
ときに入学式一つしても、入学式のときに壇
の上で暴れたりとかいろんなことがあって、
「先生、この子どもたち、ちょっと見てあげ
てください」とかって校長先生のところから
ご依頼があったりすることか多くて。そうい
う場面で、とっても目立つことになってしま
うっていうことが実際あったりするわけです。
なので、前もって少しシミュレーション体験
させてあげるのがすごく大事なんですけれど、
今言ったように、それでも何が起こるかわか
らないっていう、予期しないことをできるだ
け予想、予期してカバーしておくということ
を、私たちはするんですね。そして、できる
だけその子どもさんがマイナスの体験をしな
い。マイナスの体験をしないということが、
とても大切なんです。良い体験をする。良い
体験をするのは、こういう場面でこういうこ
とがあったけど、僕は、私はこういったから
うまくいったんだ、こういったから良かった
んだっていう体験をしていくっていうことに
もつながっていくわけです。スケジュールひ
とつにしてもそういうことがあります。授業
にルールっていうのもそうですね。最終的に
は好きなこと得意なことを活かす。
　数々の子どもさんで絵で、外国に行ってす
ごいっていうか、すごく充実しておられる方
だったり、自分で個展を開くようになられる
方だったり、いろんなところで発揮しておら
れる。その子どもさん、自閉症の子どもさん
ですが、毎日毎日家では、暴れまわっている
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し、学校では特別支援学級の中でも混乱して
しまう状況だったんですけど、たまたまアー
トセラピーで、交互色彩分割法活動というの
があるんで、そういうのをしてもらったら、
とっても色彩感覚がいいんですね。それで、
この子アートを続けながらこういうのを少し
時間かけたらどうかなというので、特別支援
学校の方で、これもすっごくありがたいこと
で、たまたまそのことをすごくやらせてくだ
さる先生が長く担任していてくださってすご
く伸ばして下さって彼は個展を開くくらいに
その道に進んだのです。また、縫い物をずっ
と続けて服を作る仕事ですね、そういうこと
ができる、自立できるような、そういういか
れた方とかね。
　ただね、大事なことはそんなに人間、好き
なことが見つかっている人ばっかりじゃない
し、みつけられる人ばっかりじゃないし、得
意なことがすぐにわかる人ばっかりじゃない
ですね。だから、じっくりといろいろなこと
をさせてあげて、いろいろなことをさせてあ
げるなかで、じっくりと見てあげているとい
うことですね。それで何かが見えてきたり、
本人が何かに出会ったりするわけです。勿論、
もともと電車好きとかいう子どもさんいらっ
しゃるので、電車の駅覚えたり鉄道を描くこ
とで地図の勉強になったり、電車の構造が好
きだったら理科の勉強になるかもしれないで
すし、特にロボットづくりにすごく興味を
持っていらした方やパソコンのプロになる方
などもいらっしゃるんですね。そういういろ
んなことですね。
　ソーシャルトレーニングとか、一般的に先
生方に、具体的に探してくださいということ
と、穏やかに話してくださいということをお
願いしています。その子のトーンよりも強い
高いトーンで先生が話すと、おそらく聴覚が
過敏な方とかは入ってきませんので、それを
お願いするようにしています。これは私もで
きていない、健康的な生活指導、早寝早起き

なども大切ですね。
　ワーキングメモリー、プリントに入ってな
いかもしれません。ワーキングメモリーって
いうのをお聞きになったり、知ってますって
いう方、手を挙げていただいていいですか。
もし現場で、専門機関とかいろんな現場では
おそらくワーキングメモリーのとこも扱うよ
うになってますし、これからいろんなところ
で耳にされたりするということあると思いま
すので、今少し流行りの言葉っていうことで
聞いていいただいたら。でもとても大事なと
こなんですね。
　認知心理学のところからいくとどんな定義
だとか、脳科学からなども。これ自体が非常
に曖昧なものですので、今日は現場で、ある
いは家庭で、学校で役に立つということを
中心にお話させていただきたいと思います。
ワーキングメモリーというのは国語とか算数、
理科、こういう学習と密接に関連しています。
後はまたちょっと具体的な例をあげてお話し
できると思います。
　それから発達障害のある子どもさんの多く
がワーキングメモリーの問題を抱えていると、
今言われています。そして自閉症、ADHD
の理解を深め、そういう指導方法の改善、そ
れに役に立つという具合に。今言いましたよ
うに非常にいろんな定義があり、いろんなモ
デルがあるんですが、一応こういう具合に
ワーキングメモリー、言語的短期記憶、時空
間的短期記憶という固まり、これから中央実
行系というこの３つがシステムとして働いて
いるという具合に思っていただいたらいいん
ですが。言語性、言葉のワーキングメモリー
というのは、この言語的短期記憶と中央実行
系が関連します。時空間性ワーキングメモ
リーは、時空間的短期記憶と中央実行系が関
連します。今初めて聞く方にとってはなん
じゃろなという感じなので、少しだけ。これ
は今言ったことを説明したけでなのでちょっ
と進みますね。
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　じゃあ、実行機能って一体何だろうかとい
うことがあります。そういう考える事項、そ
れから行動ですね。こういう制御を行うプロ
セスであり、脳の前頭葉のどこかが関係して
るのかと言われてます。このあたりから少し
知っておくと学習指導とか現場で活かせるこ
と多いんじゃないかと思うんですけど、実行
機能には抑制と更新とシフトの３つの働きが
あります。その中で、更新の働きがワーキン
グメモリーと一応考えられて、これは知能に
一番影響する部分と言われています。更新の
ワーキングメモリーのところですね。実際に
いろんな議論がある。じゃあ筋肉のように訓
練したら強くなるっていう、そういう例えが
あったりね、それはどうなんだろうとかね、
いろんなことがある。
　限られた絵を探したんで、なかなか良いボ
トルが見つからなかったんですけど、要する
にワーキングメモリーはボトルのネックのこ
とで、個人によって長期記憶への入口の大き
さが違います。この口のものすごく狭いビン
に何かを入れていこうとすると、とても口が
狭いので、バーってすぐあふれますよね。あ
ふれるのが、ここの口が、衝撃が外にあふれ
ちゃうってビンですね。このちょっと口が広
くて貯まるとこも大きなこのビンであれば、
ツボであれば、ボトルであれば入ってきます
ね、この口の狭いところより。ちょっとこう
いう感じに考えてもらったらいいと思うんで
すけど。
　それでこの３つ。もう一度復習しますと、
制御というのが目標達成に関わらない、当
面関わらない無関連事項を制御します。更
新、入力されつつある情報の符号化、モニタ
リング、そして古くなった情報を課題とより
関連する新しい情報に置き換えます。入って
きます情報が、符号化されたり、モニタリン
グ、いろいろな操作をしながら、古くなった
情報を課題とより関連する新しい情報に置き
換えていく。これがワーキングメモリーって

いわれるという具合に、一応と考えたらどう
かなということです。あんまり良い絵じゃな
いんですけど、ワーキングメモリーと実行機
能、環境を考えていくことで学習を始める前
提となる態度、今言いましたね。これ大事な
とこですね。個人の発達特性に応じた支援や
トレーニングが必要です。
　シフトていうのはどういうことかっていう
と、この子は今、「あっ、休み時間は終わり
だ。次は算数の授業だ」とこれをシフトさす
わけです、この中でね。これがヒントです。
　そして制御、「気になるなあ、窓の外が。
でも窓の外は見ない」と制御するわけです、
この子がね。そういうシフトと制御の働きが
あって、そしてこの子は学習が非常に、実行
機能がうまく働いて、ワーキングメモリー、
更新機能が働いて、そして結果が出てくるっ
ていうことですね。
　このことをもう一回復習しますと、ワーキ
ングメモリーとは、どんなに言うと一番わ
かりやすいかなと。ワーキングメモリーと
は、短い時間に心のなかで情報を保持、記憶
し、これが記憶ですね、短い時間に心のなか
で情報を保持、同時に処理する能力であり、
「心の作業場、ワークスペース」とも呼ばれ
ます。要するに心の作業場ですね。この作業
するワークスペースですね。作業場と広さで
あり入口であり、まあそういうことですね。
これをワーキングメモリーって考えていただ
くと。集中力がない、集中力がないがために
学習に遅れがあることがありますね。これは
ワーキングメモリーが小さいこと関連するこ
ともあります。ワーキングメモリーの小さい
子どもっていう集合体、集合をもし作ったと
したら、そこに発達障害のある子ども、LD、
ADHDっていうような子どもさんも入って
くるわけです。この子どもさんたちは大なり
小なりワーキングメモリーの問題を持ってる
わけです。そうすると、学校で学習が困難
だったり、集中力が不足したり、課題遂行が
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困難だったりする。それは何なのかというと
長期記憶への入口が、ボトルのビンの入口が
とっても狭くって情報がオーバーフローし
ちゃうっていう状態なんですね。その状態で、
ここで特別支援教育、特別支援が必要になっ
てくるわけです。ただこれは、入口が狭くて
情報がオーバーしちゃうので、何もできない
んじゃなくて、ちょっと状況が違うんだけど、
何を例えにするとわかりやすいかなって思っ
て。パソコンで中にグチャグチャに入ってる
ファイルを整理していくの、何ていうんでし
たっけ。パソコンの中のファイルが、ファイ
ルの入り方が作業場でグチャグチャに入って
るので、それをズーッと整理してくれると
パソコンのスペースが広がるんですよね。そ
うそう、デフラグ。そうすると整理されてき
て、ズーッとね、そういう作業ですね。だか
らそういう作業をどうやっていくかみたいな
イメージを持ってもらったらいいかなあみた
いな。
　そういうワーキングメモリーが小さい子ど
もさんていうのは、指示を忘れたり、複雑な
課題をしているときに自分が何をしているの
かわからなくなったり、記憶と操作が、記憶
しながら操作するという同時になる課題には
失敗したり、途中で課題を投げ出しちゃった
りとかもあるんですね。さらにダメ押しにも
う一回こういう具合に見るとわかりやすいか
なっていうのを作ったんですけど、これは
さっきと同じ記憶なので、定義なので省き
ます。
　黒板の文字は一旦音声化され、言語的短期
記憶に保持され、その間ノートに書き写され
る。このことを今ちょっと見てみると、ワー
キングメモリーが大きい人と小さい人ですね。
「ワーキングメモリーとは、短期時間に心の
中で情報を保持し」っていうのを黒板に書い
たわけですね、先生が。この子が写すわけで
す。ワーキングメモリーが大きい子どもは
「ワーキングメモリーとは、短い時間」ぐら

いまで、この子は記憶を保持して書き写すわ
けですね、ダーッと。ところがワーキングメ
モリーの小さい子どもさんは「ワーキング」
のところでもう一辺黒板を見るわけです。ま
た「短い」くらいで、また黒板を見る。何度
も何度も見てる間に、先生次いっちゃって消
しちゃって最後まで書けないとか、こういう
ことがあったりします。
　こういう子どもさんに対してどうしていく
かっていうことなんですけど、今日は時間の
関係で具体的なプログラムとかそういうもの
をお知らせするという時間はないんですけれ
ど、もし興味のある方があったら個別にお聞
きください。
　一般的なところまで話しますと、そういう
環境を作るためにどうしたらいいか、発達特
性を考慮した学ぶための環境ですね。例え
ば、学ぶ姿勢の確保ということで、１分間集
中トレーニングをしてる、やり方とかもある
んですけど、そういう道具の利用ですね。私
たちも、多動でズーッと教室の中を、みんな
の机の上を誰の手も踏まず本も踏まず跳びま
わった後、シューっと外へ出て、虫を探し
てるか水を撒いてるかっていう子どもさんが、
じゃあいきなり45分ずっと一緒にいましょう
といってね、支援の人がついて、それは到底
無理なんですね。だけれど、ピューッと出て
行ったときに、いつもだったら最後まで教室
に戻らないけど、８時半、30分経ったら一回
戻りましょう。一回戻ったら１分座ったら、
あるいは５分座ったらまた出ましょう、そう
いうように少しずつ集中していくとか。学習
においてそこまで多動を発揮してない人でも、
学習においてそういうことを使っていくいう
ことです。時間の管理、感情の個性もそうい
うことになります。これはさっきの復習です。
ワーキングメモリー理論に基づいた学習支援
方略ということで、情報の整理、情報の最適
化、記憶のサポート、情報のコントロール。
　こんなものを作ってみたのですが。仮にこ
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こに大きい丸や小さい丸が点在してます。こ
こに丸がいくつか並んでいます。ここに星っ
ていうか字が書いてあります。ここに砂時計
と４つ丸があります。このワーキングメモ
リーのここにこれを、大きい丸と小さい丸は
それぞれいくらですか、この丸は合計いくつ
ですか。１分に２つずつ、３分の砂時計に、
３分に２個ずつ入れたら何分かかりますか。
なんて読みますかと言われたときに、このボ
トルにどう入れていくかですね。そのときに
ちょっと工夫をして、この大きい丸は大きい
丸で集めてあげる、小さいのは小さいので集
めてあげる。大きいのが２つ小さいのが２つ。
２個ずつだったらこの人は数えやすいので、
２個の固まりを作ってみると６つあります。
星っていう漢字も星っていうマークだったり
平仮名のほしだったりっていう情報を補って
あげて、この星というときも覚えやすく理解
しやすくしていきます。そうして３分砂時計
２個だから、砂時計２個入れたら砂時計がも
う一つ必要になって２個ですねっていうよう
な、こういうような学習上の工夫をしてあげ
ることによって、ワーキングメモリーは同じ
であっても、入っていきやすくなるわけです
ね。同じ情報であっても、ここに入っていき
やすくなるわけですね。そうすると学習に効
果があがっていくということになります。
　具体的にそういういろんなしていくことに
なるんです。情報の整理、記憶のサポート、
注意のコントロールというのを、今やってき
たわけです。この４つに分類することができ
ますということです。
　ちょっといただいた時間で、自閉とかまで
は難しいかもしれませんが。
　ここまで話をしてきて、あらためて発達障
害ってそもそも何だろうというところで、も
う一度ちょっと考えていきたいなと思いま
す。あらためて発達障害とは何だろうな。遺
伝的背景、生得的な要因がどちらも、あるい
はどちらか関連して、発達初期（幼少期）か

ら特徴が見られます。それから幼少期に診断
することは可能だが、されていないことも多
い。そのまま社会適応することもあれば、し
ないこともある。発達障害を持っているから
といって社会適応できませんとか、そういう
ことではありません。することもあればしな
いこともある。これは当然ですね。
　そして、しない場合、成人以降に受診し、
遡って診断されることもあります。今非常に
多くなってるんですけど、成人後の方が、大
人の方が、私はどうもこれこれではないだろ
うか、特にアスペルガーではないだろうか、
あるいはADHDではないだろうかとか、場
合によっては、大人になって学習障害がわか
りましたという。その方は大学も理系を出て、
日常生活に大きな差し障りはなかったんです
けど、会社に勤めたら、自分が電話を聞いて、
聞いたときにメモしておいてくださいと言わ
れたら、電話で音で聞いたことが文字になっ
てメモができないんですね。それで会社も辞
めることになって、はじめてもしかしたらと
いうので、そういうところがわかったという
ような方もいらっしゃったりします。一番多
いのは心理的な課題、あるいは精神科を受診
されて、生きづらさですね。苦しいと。勤め
ても、人との関係がとれない。でも、この辛
さがあってもやっぱりつながりたいんですね。
だけれど、本人はつながれないということを
ずーっと長年経験していく中で、私はそんな
周囲とは関係は持ちません、あるいは周りは
みんなおかしいですということで、自分の中
で防御していくとかね、いろんな状況がある
んですけど、そういうご相談に来られて。突
き詰めていくと、そういう状況がずーっと続
くと死にたい、死にたいという気持ちが起
こってきて、それで相談に来られるとかいう
場合も結構あります。あらためてっていうの
は、幼少期のところからわかってっていうタ
イプもあれば、大人になってからそういう
遡ってっていう場合もあります。余談ですけ
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ど、DSM５では、今まで幼少期のとこまで
の基準で、生育歴のところで判断していたの
が、12歳とか年齢を高めたりとかいろんなこ
とにもつながっています。こういうことで特
徴、程度に個人差が大きくて、他の種々の精
神疾患を合併してくる可能性が高い。でもい
ろいろな不適応状態が長く続いて、そしてそ
の混乱が固まっていくうちに、そういう具合
になっていくということがあります。
　私たち臨床では、初期診断とか、診断って
いうのは医学のほうですけど、私たちの場合
はアセスメントということにつながっていき
ますね。そして特性診断、固まっていく場合
があります。社会的な動き、ステージによる
違い、いろいろあるわけですね。
　これは専門的にお勉強した方、DSM５と
いう一番新しい最新のアメリカの分類ではこ
ういうふうになってという、これも簡単な紹
介だけなのでとばしていきます。何がいくつ
以上みたされるっていうチェック方式です
ね。そういうふうになっています。検査もい
ろんな検査があります。だから知能発達検査
だけでもいろいろありますね。大きくまとめ
るとLD学習障害というグループ、それから
自閉症スペクトラムというグループ、社会性、
コミュニケーション障害、こだわり、こうい
うとこですね。それからADHD、注意欠陥
性多動性障害のグループ。で、運動障害と大
きく分けたら。なんでこの丸が重なっていっ
てるかというと、重なってお持ちの方ってい
うのが結構いらっしゃるわけですね。みんな
別々に存在するんじゃなくって、重なってる
場合も結構あります。学校現場で発達障害へ
の理解で、具体的な支援を考えるうえで必要
な情報は何でしょうかということで調査をし
はったわけです。そうすると、知りたいのは
一番が子どもの特性で、多動、注意力、こだ
わりなどの問題。二番目が学力や学習の状況。
三番目が生育歴。四番目が家庭環境。五番目
クラス集団の様子。六番目保護者の願い、七

番目知能指数。以下ですね。こういう具合に、
何が必要かっていうニーズのとこですね。
　この図はまた後で見てもらいますけど、自
閉症スペクトラム像っていうのが、ここにほ
んとは点数を入れてグラフを作りたかったん
ですが、ちょっとできてなくて申し訳ないん
ですけど、例えば学校現場であったら、睡眠
のリズムとかこのへんのとこはあまり点数つ
かないんですが、家だとここのニーズが高く
て、睡眠障害とか不眠で困ってらっしゃるお
母さんいっぱいいらっしゃるのでね。子ども
さんの睡眠が実際狂ってたり、取れなかった
りということでここになってきます。それが
衝動性、多動性、不注意のとこやったり集団
不適応のとこやったりということで、そうい
うとこ、何が本質かっていうことですね。こ
ういういろいろなコミュニケーション、集団
不適応、共感性、こだわり、感覚発達、協調、
睡眠、学習、言語、いろいろなことがあり
ます。
　これ平成14年の文科省調査で、皆さんがい
ろんなとこで何度もきかれる、6.3パーセン
ト発達障害もった子どもさんがいらっしゃ
る。じつは24年、このときほど大規模調査で
ないんですが、調査の結果が出まして、これ
が6.5パーセントになってたと思います。10
年後の調査ではポイントが上がっています。
6.5パーセントになってたと思います。また、
いろんな法律ができたり、いろんなことが変
わってきました。特に平成16年発達障害者支
援法、これによっていろんなことが変わりま
した。関係の方々は、いろいろ良い面悪い面、
非常に不自由になった面もありますね。ほん
とにお母さん、そういう人から見ると予約し
ても受診までが長かったり、そういうことが
あったり、そして今度、診断いただいても現
場で非常に長かったり、あるいはどうしたら
いいのかわからなかったりと、ここのところ
を、私たちはつないでいこうということで
やっているということになります。
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　先程のところ、やっぱり担当時間の問題、
個人さんの対応、まだいろんなことがありま
す。当然ですけど、専門分野において理解の
仕方が違うと、そういうことも実際にはあり
ます。そういう特性とかですね、そういうこ
とに今、だから個別に診断だけでくくってし
まうんじゃなくて、さっき言ったように同じ
診断をもっておられてもニーズによって違っ
てくるわけですからね、そこをまっていきま
しょうということです。
　それで二次的な問題として不眠、神経症、
うつ、妄想、育児不安、少子化、いじめ、ひ
きこもり、就労といったいろんな問題。今日
は話しできませんでしたけど、ありますね。
発達診断っていう微妙なところの診断がつく
かつかないかとか、私たち一喜一憂したりす
るんですけど、そこだけじゃなくて、特性と
いうものをとらえて二次的な問題を予防して
いくということですね。そして自分を知る、
周囲が知る、その理解の差を縮める、それで
自分にあった環境を作るということです。こ
れをどうやっていくかということです。
　それで精神面を維持していく。これをライ
フステージごとにみていくと、乳幼児期、育
てにくいと思われがちで愛着形成が難しい場
合がある。やっぱりこのタイプの子どもさん
て非常に育てにくい、いろんなことがやりに
くいので、お母さんとの愛着形成がとてもむ
ずかしくなる場合があるんですね。なので、
さっきも言いましたように、お母さんの育て
方が悪いので何かが起こってきてるんではな
いという、ここだけは大切なことです。子ど
もさんの特性があって、そういうものが形成
しにくいという場合があって、基本的な診断
と。愛着形成っていうのは、人の信頼感です
よね。もう絶対安心ってことですよね。そこ
のところの問題があったりおこってきたりし
ます。それで学童期、怒られやすく問題ばっ
かり、自己評価が低下します。青年期になっ
て、今度はいじめや孤立が起こります。被害

感、不信感、不安感が起こります。成人期に
なったら、今度は就職が続きにくく、何度も
そういうことをくりかえしている間に、抑う
つ的になったり、自己否定的になったり、自
分はなんでこんなにいじめられたり、疎外さ
れたりするのか、怒られるのかとかいうこと
が自分でも見定められなくなってきて、…病
気になるっていうことがあります。これが、
自閉症スペクトラムと統合失調症とを、はじ
めは自閉症スペクトラム、アスペルガーとい
う診断でしたが、統合失調症でしたとかにつ
ながったりするのです。大切なことは、どち
らの可能性も考えられるときは、どちらで
あっても大丈夫なように対応していくという
ことですね。そして、診断かどうかというこ
とは、その先にある問題ですね。もしいろん
な症状とか、状態とかでお困りの方いらっ
しゃったら、またゆっくりご相談していただ
きたいですが、今日はここまでのお話とさせ
ていただきます。
　最後です。とにかく、乳幼児期は子どもを
理解して、学童期は注意の仕方にも配慮し
て、これはあくまで子育てのなかで、青年期
はいじめから守ってあげる。被害念慮が固
定する前に早期介入、これはほんとに大切
で、発達だけの問題にかかわりません。私た
ちたくさんの方のご相談を受けていると、い
じめがあったかどうかいうことは非常に大事
なんだけど、いじめがあったときに誰かが親
身になってとことんそのときに自分を守って
くれる人がいたかどうか、わかってくれる人
がいたかどうか、そういうことが非常に大き
く、その人の適応にものすごく関係してきま
す。何度もそういうことが起こると、被害念
成が固定してしまいますと、現実に遭遇した
ときには全て自分がそれにとらわれますから、
そこで何か対処していくっていうことがもう
できなくなるわけです。なので、早期のとこ
ろ、いじめの対処というのがほんとに大切だ
なあと思って、学校現場の先生方にお願いし
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ています。
　二次障害ということで、今言いました良い
経験を積んで必ずいくということが非常に大
切で、言葉はあまり適切でないんだけど、お
母さん達にいろんな説明するときに、どうい
う説明をするとわかってもらえやすいかなと
いう話をしてるときにその説明で、「あっそ
ういうことですね」とおっしゃった方もい
らっしゃるので、内容は違いますが「良貨は
悪貨を駆逐する」ということがありますね。
良い経験を積んでいくということは、いろん
な困難とかがあったとしても、よい経験を積
んでいくことでそちらの方が、子どもさん、
強くなって、そのことがその子に自信を与え
るようになるんですよって話をすることがあ
るんです。苦手やったり失敗やったり、いろ
んなことが繰り返されても、よい経験を続け
ていくことですね。
　時計を見ましたら時間がきているので、
ちょっとびっくりしてしまいました。すみま
せん。
　次に、一つずつ、なんでも、長所を活かし
ていく。自主性にまかしましょうとか、これ
ではだめなんです。最終的には自己決定、あ
るいは自己達成感なんですけど、一つ一つは
きちんとこっちが教えてあげるということで
す。それと、レジリエンスという言葉が最近
よく使われますが、抵抗力っていうとおかし
いですが、自己成長力と置き換えたらわかり
やすいかなと思ったりするんですけど、今言
いましたことですね。要するに、良い経験を
積んでいくことによって自尊感情とか、褒め
られてそういうものができてきて、レジリエ
ンスがよ強くなってくる。でも悪い経験を
ずっと続けていくと、これが行為障害とか反
抗性障害というものにもつながっていきます。
　もうこれ私時間がきてしまったので、もし
今日お話しができてなかった場合に、２月14
日に講演しに参りますので。すみません、ぎ
りぎりになってしまいました。ちょっとマイ

クの調子が悪くて音が何度も途切れたりして
とても聞き苦しかったり、ご迷惑かけて申し
訳ございませんでした。


